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 第４章では、高調波電流の抑制および総合力率の改善のために AC－DC電力変換回路に広く用いられる昇圧型 PFCコ
ンバータを対象とし、交流入力電圧の周期的な時間変化に対応した伝導ノイズエミッションの時間・周波数領域解析
結果を示している。本検討で対象とした 300W 定格の PFC コンバータにおいて、SiC-SBD を用いることによって回路全
体の電力変換損失が Si-PiND を用いた場合と比較して低減されることを確認している。また、従来法によるノイズエ
ミッションレベルの測定結果では、用いるダイオードの種類による大きな差は見られないが、時間・周波数領域解析
による評価をあわせて行うことにより、ダイオードの動作特性および交流入力の時間変化と伝導ノイズエミッション
との対応を明らかにし、本解析手法が EMIノイズ発生メカニズムの解明に有用であることを示している。 
 第５章では、本論文で得られた成果についてまとめ、今後の展望を示している。 
以上のように、本論文はスイッチングコンバータにおける EMI ノイズの発生メカニズムやその解析に関して重要な
知見を得ており、次世代パワー半導体デバイスを適用した電力変換回路において EMI ノイズの低減・抑制を考慮した
回路設計論の構築に貢献・寄与するものである。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
 
 
 
